＜業務効率化計画（エネルギー効率向上計画）の具体的改善内容の例＞

· 例えば以下のような取組みの例があります。

	作業の改善

	照明


	· 倉庫エプロン（上屋入り口）の天井照明は明るい昼間は使わない
· 始業時間から点灯

· 晴天時の窓側照明を消灯（支障のない限り）

· 庫内作業エリアのみ点灯、他は消灯
· 屋外照明設備は、深夜は消灯又は減灯

	空調


	· 室内の温度の適正管理（夏は28℃、冬は20℃）

· 昼休みのシフトダウン（15分又は30分間、空調を止める、又は弱める）

· 始業時間の１５分後に空調機の電源を入れる

· 可能なときは窓を開けて外気を通し空調を止める

	施設


	· 寒い季節で晴れた日はブラインドを明けて陽射し（熱の入射）を取込む

· 退社時のブラインドの調整（夏：閉める、冬：開ける）（夏場早朝の太陽熱の室内への入射を防ぐ、冬場は早朝の太陽熱を室内へ取込む）

· 空調使用時は窓やドアの開け放しをしない

	冷凍冷蔵

	· 過冷却運転防止（必要温度以上に冷やし過ぎないように庫内温度確認及び温度調節をこまめにする）

· 冷凍庫、冷蔵庫、低温庫などの出入りはできるだけ速やかに行いで入り口の開放時間を短くする

· 出入り口のフロアヒーターは作業の無い夜間はオフにする

	フォークリフト他、

(エンジン式荷役機器)
	· タイヤ空気圧の適正管理（または10％高めの設定）

· アイドリングストップの徹底

· できるだけ一度に沢山の貨物を運ぶ

· フォークリフト、タイヤテナーなどのタイヤ空気圧を１０％高めに調整
· タイヤテナー、フォークリフトの暖機運転は、夏場は５分以内、冬場は１０分以内とする
· トップリフターの運転中の空ふかしをしない
· ヤード内のトラック移送は最短距離にする

	エレベーター
	· できるだけ一度に沢山の貨物を乗せて利用（使用回数をできるだけ減らす）

· 人だけの（貨物を乗せない）昇降利用はしない

· エレベーターの利用制限（３階程度は階段で）（２アップ・３ダウンの推奨）
· エレベーターの間引き運転（利用頻度の少ない時間帯は使用禁止にして電源を切る＝待機電力の削減）

	貨物取扱


	· 貨物の適正配置（フォークリフトの効率的移動）

· フォークリフトが迂回走行せざるをえないような貨物の通路保管をしない

· ハイ積み替えを頻繁に必要とするような保管をしない（ロケーション管理を確実にする）

· リーファーコンテナのコンデンサーに霧状の水を散水することにより、熱交換効率を向上させ省エネを図る。（ON-OFF運転のみ、冷凍設定のコンテナが対象）
· コンテナヤードでのコンテナの配置保管を適正化し、できるだけ保管中の移動を少なく管理する。(同一コンテナの保管場所移動回数を２回以内に抑える)（ロケーション管理の確実化）（トラック、テナーの効率的移動）

	ＯＡ機器


	· 昼休みはコピー機及びプリンターの電源オフを徹底（ただし、各部１台のコピー機は除く）

· 退社時、不使用時は機器類の電源コンセントを抜いて待機電流（電気）の消費を押さえる
· ミスコピーの防止対策として、コピー機使用後のリセットを徹底

	その他
	· 計画的な業務遂行による夜間残業の削減

· クールビズの徹底（ノーネクタイ・ノー上着、冷房温度を高めに）

· ウォームビズの徹底（シャツ、セーターなど厚着、暖房温度を低めに）

· ノー残業デーの実施


	施設、設備、機器の改善

	照明


	· 照度の測定、確認で適正照度の管理（不必要な照明器具は取り外す、ダミー電球の導入）

· 複数照明機器のスイッチ回路分割（必要区画の選択照明）

· 省エネ型インバーター照明器具に代替、省エネ型安定器の導入

· 蛍光灯照明器具にプルスイッチ（ひもスイッチ）を導入し部分消灯／点灯を可能にする

· トイレなどの自動点消灯設備や人感センサースウィッチなどを導入

	空調


	· 扇風機を併用しエアコンの空調効率を上げる（夏季、冬季ともに）

· 空調能力の見直しと機器稼働台数の見直しで不必要な空調機の電源を停止（待機電力の削減）

· 可能な季節や時期はエアコンを換気扇に切り替える（換気扇を整備）
· 空気調和設備のインバーター制御の採用による消費電力量の削減
· 空調機の外気取り入れ量調整、必要十分な量とするため、必要に応じて外気取り入れダンパー、ダクトの設置

	フォークリフト
	· 燃料系フォークリフトから電気系フォークリフトへ代替

· 走行抵抗の少ないＵラグタイヤへの取替え

· エネルギー回生機能の導入、回生機能つきフォークリフトへの代替

· 車体表面に断熱用ウレタンを貼り付け入出庫作業時の熱の移動を削減

	エレベーター
	· 停止階数を４階以上に設定

· インバーター制御の導入
· 室内照明を省エネタイプに交換、またはワット数の少ないものに交換
· 室内換気扇を作動させないようセットする

	冷凍冷蔵

	· 冷却設備機器の過大容量見直しによる運転の効率化、機器の統廃合
· 冷凍機冷水出口温度の季節ごとの変更調整
· 夏場は室外機に日よけをかける
· 温度自動膨張弁を電子膨張弁に交換

· 配管断熱材の性能向上（蒸発器から圧縮機吸い込みまでの吸い込み配管の防熱を厚くし防熱効率を上げ、圧縮機動力の節減を図る）

	受配電
	· 力率向上の進相コンデンサー（高圧、低圧）の導入

· 高効率トランス（アモルファス変圧器）の導入
· 変圧器での発生損失低減、適正電圧による節電（三相変圧器の負荷バランス調整、油温を上げないためにファン冷却を導入、タップの切り替えによる電圧の適正化など）
· バックアップ用変圧器の電源側スイッチ開放による通電停止

	自販機
	· 事業所内の自販機の夜間、休業日（土日祝日等）の停止（電源OFF）
· 商品陳列部分の照明を消灯

· 省エネ型自販機への入れ替え（設置販売業者へ申し入れ）

· 設置台数の削減、大型機を小型機に交換

	施設


	· 屋根に断熱塗料の導入、外壁に断熱材を導入

· 屋上緑化（屋根からの入熱、放熱を防ぐ）

· 壁面緑化（壁面からの入熱、放熱を防ぐ）

· 夏場に屋根へ散水（屋根からの入熱を防ぐ）
· 窓ガラスやドアのガラスに断熱フィルムを貼る、複層ガラスに変える

· 事務所、休憩室などの窓にブラインドを整備する
· 夏場は窓の外に「よしず」や「すだれ」をかけ室内への入熱を防止する
· カーテンを導入しブラインドと２重に使用する（入熱、放熱を防ぐ）

	ＯＡ機器
	· OA機器を省エネタイプに切り替える
· パソコンやコピー機などは省エネモードに設定

· 各部署のコピー機、プリンターの効率的利用により設置台数を削減

	その他


	· 自動ドアを手動ドアに切り替える

· 太陽光発電や風力発電、バイオマス発電等自然エネルギー利用機器設備の導入

· スイッチつきテーブルタップの利用で各種電気製品の待機電力削減
· リーファーコンテナのコンデンサーに霧状の水を散水する装置の導入（冷凍設定のコンテナが対象）
· 液送用配管(パイプライン)の保温材を厚くする（断熱シートを追加巻きする）
· スチームドレイン排出量を調節する


· 施設・設備の改善については、自社で検討することも重要ですが、場合によっては専門業者に相談してみることも必要でしょう。

· 特に、施設設備に関する技術的且つ専門的な観点からの省エネ改善については、以下の財団法人省エネルギーセンター作製のチェックリストなどを利用して、エネルギー管理士、工事業者、自社設備管理工事部門などと相談しながら自社の省エネ改善点を検討すると良いでしょう。

（ビルの省エネルギー対策　チェック項目）
	［1］
一般管理事項
	1．エネルギー管理体制
	・組織の整備、人材教育
・省エネの目標、投資予算
・管理標準の設定
・省エネ実施状況

	
	2．計測・記録の実施状況
	・計測器の設置、運用状況
・計測器の保守、点検状況
・定期的計測、記録の実施
・計測、制御システム導入状況

	
	3．エネルギー使用量管理
	・日報記録状況
・日使用量、日負荷曲線
・月度使用量
・前年度比グラフ

	
	4．機器の保守管理
	・定期点検、日常点検
・機器性能管理(COP)
・システム性能管理(COP)
・機器清掃(フィルター、ストレーナー)

	
	5．エネルギー原単位管理
	・熱量原単位(MJ/m2年)
・エネルギー費原単位(千円/m2年)
・建物用途別原単位
・消費先別原単位

	
	6．PDCA管理サークル
	・PDCA管理実施状況
・継続的改善実施状況

	［2］
熱源、熱搬送設備
	1．燃焼装置性能管理
	・空気比、排ガス管理
・バーナ、燃料、通風系統
・燃焼制御装置
・燃料転換(ボイラ、発生機等)

	
	2．冷凍機性能管理
	・成績係数(COP)
・冷水出口温度の設定
・冷却水温度の設定
・熱交換器スケール除去
・熱交換器温度効率

	
	3．運転管理、効率管理
	・負荷率、起動/停止状況
・台数制御
・熱効率、熱勘定、熱分布
・蒸気圧力
・水質管理、ブロー管理

	
	4．補機の運転管理
	・冷却塔の運転制御
・水質管理(電気伝導度)
・ポンプ運転制御(水量、揚程)
・ルートの改善

	
	5．熱搬送設備の運転管理
	・ポンプ、ファンの台数制御
・ポンプ、ファンの回転数制御
・ルートの改善(開放、密閉)
・流量、圧力
・弁開閉状況(自動弁、ヘッダーバイパス弁等)

	
	6．排ガス温度、排熱回収
	・排ガス温度管理
・熱回収(HP、CGS等)

	
	7．蒸気漏れ、保温の管理
	・配管系統
・負荷設備

	
	8．蓄熱槽の管理
	・蓄熱効率
・蓄熱、放熱時間
・搬送ルートの改善

	［3］
空気調和、換気設備
	1．空調運転管理
	・設定温度、湿度の適正化
・加湿ゾーン、方式の適否
・再熱の適否
・温度分布のムラ
・ウォーミングアップ運転
・取入れ外気量の制御
・運転時間の見直し
・不使用室の空調カット
・外気侵入遮断
・室内環境管理(CO2等)

	
	2．空調効率の管理
	・空調区画の限定
・外気利用(外気冷房)
・露点制御の設定
・混合損失の防止
・ナイトパージ
・屋上、室外機への散水
・自動制御の精度

	
	3．省エネ機器の導入
	・熱搬送機速度制御(VAV、VWV)
・外気導入制御システム(CO2濃度による制御)
・外気冷房システム(外気エンタルピー制御)
・全熱交換器の設置
・局所クーリング、局所排気
・屋上等植栽

	
	4．換気設備管理
	・換気回数の適正化
・運転時間の見直し
・運転温度管理(電気室、機械室、CVCF室)
・不使用室の換気カット
・局所換気
・駐車場換気制御(CO2濃度による制御)
・送排風機速度制御(VAV、VWV)

	［4］
給湯、給排水、冷凍、冷蔵、厨房設備
	1．給湯設備の管理
	・給湯温度
・給湯効率改善
　(スケール除去)
・冬季以外の停止
・休日、夜間スケジュール制御
・廃熱利用
　(CGS、蒸気ドレン)
・太陽熱の利用

	
	2．給排水設備管理
	・中水(雨水、井水等)利用
・節水対策
　(節水コマ、自動洗浄機、擬音装置、節水シ　ャワー)
・給水流量、圧力
・排水利用

	
	3．冷凍冷蔵、厨房設備管理
	・保温管理
・扉の開閉管理
・ショーケースの管理
・高効率化
・断熱、デフロスト管理
・厨房設備の管理
　(調理器、食器乾燥機、洗浄機等)

	［5］
受変電、照明、電気設備
	1．受変電設備管理
	・電圧の調整
・力率管理
・変圧器容量
・需要率、負荷調整
・不要トランス遮断
・デマンドの適正化
・使用量管理
・夜間電力の活用
・力率改善制御
・デマンド制御
・低損失変圧器
・変圧器の台数制御

	
	2．照明設備の運用管理
	・適正照度の管理
・不要時間帯消灯
　(昼光利用)
・照明器具清掃、器具交換
・灯具取付位置、回路分割
・自動調光による減光、消灯
・局部照明
・省エネ管の採用
・照明率(反射率)向上
・外灯管理
・夜間誘導灯の消灯
・高効率ランプの採用
・高効率器具の採用
・インバータ安定器
・タスク・アンビエント方式
・照明点灯制御
・自然採光システム

	
	3．OA機器の管理
	・待機電力削減
・不要時電源遮断
・省電力型導入

	
	4．自販機管理
	・省エネ型機器の導入
・時間制御

	［6］
昇降機、建物
	1．昇降機の運転管理
	・稼働台数制御
・時間帯運転スケジュール管理
・動力伝達部機械損失低減
・停止階数の削減
・インバータ制御の採用

	
	2．エスカレータの運転管理
	・時間帯運転スケジュール管理
・人感センサーの採用

	
	3．建物の省エネルギー
	・構造体の断熱性
・窓の断熱、機密性
・侵入外気の遮断
　(風除室、回転扉等)
・窓の日射防止
　(カーテン、遮光フィルム)
・屋根の日射防止
　(熱反射塗料)
・エアーフローウィンド
・屋上緑化
・グリーン庁舎計画

	［7］
負荷平準化
	1．負荷平準化対策
	・運用形態見直し
(操業時間、稼働率、負荷率等)
・設備対応
(氷蓄熱システム、ガス吸収式冷温水機等)

	
	2．コージェネレーション
	・運転管理
(発電効率、排熱利用率、総合効率等)
· 設備型式、容量、燃料
・季節別負荷変動
・利用率、熱/電比

	
	3．新エネルギー
	・燃料電池
・太陽光発電
・太陽熱
・風力発電


財団法人　省エネルギーセンター

http://www.eccj.or.jp/audit/buil_promo/04-04.html
（参考１）

計画の内容に関して情報を入手するには、例えば以下のようなホームページが利用できます。

財団法人　省エネルギーセンター

http://www.eccj.or.jp/index.html
帝京大学 理工学部 電気・電子システム工学科、飽本研究室ＨＰ

http://ees.teikyo-u.ac.jp/~akimoto/costless.htm
「コストレス省エネ手法一覧」

奈良県生活環境部　環境政策課ＨＰ（奈良県環境情報サイト　エコなら）
http://www.eco.pref.nara.jp/stop/plan_xls/02setsubi.xls
「ならストップ温暖化アクションプラン」―（設備ごとの対策）

（参考２）

省エネ対策を効率的に策定するには「ＥＳＣＯ（エスコ）事業」の省エネ診断の活用も考えてみると良いでしょう。

ESCO(Energy Service COmpanyの略エスコと読む)事業とは：　

工場やビルの省エネルギーに関する包括的なサービスを提供し、それまでの環境を損なうことなく省エネルギーを実現し、さらにはその結果得られる省エネルギー効果を保証する事業です。
また、ESCOの経費はその顧客の省エネルギーメリットの一部から受取ることも特徴となっています。

ESCO事業を導入するメリット：
ESCO事業導入による 省エネ効果をESCOが保証 するとともに、省エネルギー改修に要した投資・金利返済・ESCOの経費等は、全て省エネルギーによる経費削減分でまかなわれます。また、契約期間終了後の経費削減分は全て顧客の利益となります。

＊出典：財団法人　省エネルギーセンターHP　

http://www.eccj.or.jp/esco/index.html
＜省エネルギーセンター発行パンフレット＞

以下のようなパンフレットによっても省エネ改善に関する情報が入手できます。
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財団法人　省エネルギーセンター


� HYPERLINK "http://www.eccj.or.jp/pamphlet/index.html" ��http://www.eccj.or.jp/pamphlet/index.html�











